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もりのにぎわい通信  
 

20１6年１０月２２日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2016 年 10 月 22 日（土）9：00～15：30 

場所：小山町 観音地 

天候：曇 気温 24～23℃ 湿度 93% 風向 東南東 風速 2m 

参加者：24 人：子ども 8 人、大人 16 人（内土地改良区 3 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：00集合（土地改良区） 

 15除草作業開始（刈払機） 

 45受付 

10：00集合 

    作業の予定について  

  15除草作業開始 

   親子でクズの蔓切（剪定バサミ、鎌） 

   畑の耕起作業（トラクター、鎌） 

11：00休憩（防振手袋のサイズ確認） 

  15作業再開 

   刈払機の刃の配布 

12：00昼食  

 

13：00畑の畝立てとそら豆を蒔く（落ち葉堆肥、牛ふん堆肥） 

    除草作業 

 14：30後片付け 

 15：00解散 

     

 

■活動報告 

本日は、ずっと気になっていた松エリアのクズ払いを中心にスケジュールを組みました。土地改良区

の皆さんは先にクズ払いにとりかかっていました。そこへ古木さん、和田ファミリー、窪田ファミリ

ー、Mrs.星野が加わって頑張りました。前月に続きアクティボに応募してきてくれた女子大生の Kさ

んにも手伝ってもらいました。作業中にハツタケを見つけ、初のハツタケをいただけるかと期待しま

したが、発見されたのは 1つだけで残念。微妙な淡い朱色が入った綺麗なキノコです。すごく旨いん

だと期待させられ続けています。来年は食べられるのかもしれません。 

Mr.星野がグリーンウエーブの植樹エリアの刈払をしてくれたので、ヒノキの育ち具合を確認できま

した。5 月以来ですが皆無事に育っていてほっとしました。今年は雨が多かったから苗にはむしろ良

かったのかもしれません。 

この刈り取りによってシイタケの栽培エリアへのアクセスが良くなり、シイタケをチェックすると素
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晴らしいシイタケがなっていました。前月のクリの収穫もうまくいきましたが、こんな風に月一回の

活動日に実のなるタイミングがうまく合うことは難しいのです。まだ小さすぎる、まだ青くて食べら

れない。逆に、熟して落ちてしまう、虫や鳥に食われてしまう、腐ってしまう。活動日にピッタリな

んて奇跡みたいなもんです。続いてキウイとゴーヤもチェックしてみると、こちらもばっちり食べら

れる大きさになっていました。A 君も R 君も脚立に乗って取り入れに挑戦しました。本人もスリルが

あったでしょうが、周りの大人たちにも本当にスリルがありました。ハサミを使うのに夢中で落ちな

いかハラハラものでした。 

午後からは、ソラマメを蒔く畑づくりを行いました。小高さんのトラクターで土を起こしてもらった

後に、牛糞堆肥を入れ、畝たてを行いました。土を起こすのが機械を使ってあんなに簡単にできるの

だから、畝たてだってできそうです。今はやりのＡＩを使えば色々なサイズにも対応できるし、様々

な作業に対応する attachment も作れそうな気がします。トラクターの作業はあっという間に終わりま

したが、後は人の作業でずいぶん時間がかかりソラマメを蒔く作業は次回となりました。まだまだ蚊

が多くいてだいぶ刺されましたが、総じて秋という季節と収穫を満喫できた良い日でした。 

 

 

 (記録： 金井 章男)   

                                                                                                        

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■森もりあそび隊 

収穫の秋  

木々の紅葉はまだまだの森の中、暖かく過ごしやすい一日となりました。 

参加人数が少ないながらもクズのつるきり、刈り払い作業、ソラマメ用の土作り、畝作りと作業盛

りだくさんの中子どもたちはハンモックや赤土団子づくりで遊んでいました。 

今年初めてたくさん実を付けたキウイを脚立を出して剪定ばさみで収穫！！小粒ながらも参加者で

分けられるくらい収穫できました。収穫期が終わり間近のゴーヤ数本も。 

釜戸の裏の杉林の下には去年の 4月に菌打ちしたシイタケの榾木があったはず．．．と確認しに行く

と前日雨だったこともあり、たくさんの肉厚のしいたけが生えていました。 

みんなでバケツ二つ分たっぷり収穫しました。シイタケ嫌いの６年生の女の子は収穫を少し離れた

ところで遠目にみていましたが、少しいただいたシイタケを家でバターしょうゆで炒めると“おいし

い！これは食べれる！”といって他の家族と張り合って食べていました。とれたてはどんなものでも

おいしいものなのかもしれません。収穫したキウイは家にあったりんごと同じ袋に入れて冷蔵庫へ。

二週間ぐらい後に柔らかくなっているのを確認。食べてみると酸味はあるけど小粒ながらもなかなか

しっかりキウイのおいしい味でした。また来年が楽しみです。     

（記録：和田みさ子） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

■ お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、11 月 26 日（土）（雨天の場合 11 月 27 日(日)）除草作業と自然観察会を行いま

す。  

 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

  

松エリアのクズ蔓切           フェイスガードが活躍します。 

 

   

森の観察の様子      草に覆われて・・・。    ツリーハウスに着きました。 
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草をかき分けクズの蔓切のお手伝い     ススキが茂って進むのが大変！ 

 

  

                        ハツタケ発見 

 

       

何を捕まえたの？               兄弟仲良く昆虫採集 
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おやつは、秋の味覚で・・・。     2015 年 4 月に菌打ちした“はるこ” 

 

 

 

     

シイタケ採りに夢中                     収穫したシイタケだよ！ 

 

  

シイタケ採ってもらいました。             アザミ 
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コスモスの花        ヒノキの苗木は健在 

 

 

  

手を切らないように！           採れたてのキウイ 
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脚立に登って気を付けて！        ゴーヤもなっています。 

 

 

アオダイショウの抜け殻 

 

 

   


